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会　　　　　記

2010 年度会計報告（2010年 4月 1日～ 2011年 3月 31日）

○植物地理・分類学会
収入（A）  4,512,952 円 支出（B） 1,386,742 円
会費 1,670,457 雑誌印刷費 802,200
バックナンバー 61,000 （58−1）
別刷代金 151,000 雑誌送料（57−2，58−1） 107,480
超過ページ組賃 102,000 通信費  48,115
利息 197  会計事務 89,200
雑収入 2,520 庶務事務 169,054 （内訳）
総会参加費等 21,000  アルバイト（雑誌発送等） 65,000
前年度繰越金 2,504,778  文具等 50,504
   封筒印刷等 42,000
   雑誌封入発送代行（58−1） 11,550
  ニュースレター送料 84,320
  会議旅費 50,000
  雑支出  6,640
  総会関係 29,733 （内訳）
   運営費 25,493
   会場費 3,400
   雑支出 840
差引（A－ B）3,126,210円（次年度への繰越金）

○植物地理・分類学会後援会
収入（A） 473,467 円 支出（B） 34,000 円
醵金（1件） 10,000 審査会議費 34,000
前年度繰越金 463,467 
差引（A－ B）439,467円（次年度への繰越金）

新入会員（2011年 4月～ 2011年 8月）

 4月 6日 大野　啓一 〒 240−8501　横浜市保土ヶ谷区常盤台 79−7　横浜国立大学大学院環境情報研究院
 4月 19日 西田　嶺明 〒 669−5215　兵庫県朝来市和田山町枚田岡 635
 4月 22日 山口富美夫 〒 739−8526　東広島市鏡山 1−3−1　広島大学大学院理学研究科生物科学専攻
 4月 27日 水野　大樹 〒 271−8510　千葉県松戸市松戸 648　千葉大学大学院園芸学研究科

退会会員（2011年 4月～ 2011年 8月）

渡辺美由紀 〒 236−0043　横浜市金沢区大川 7−9−104
谷口　寿仁 〒 168−0064　東京都杉並区永福 2−53−10　サニービュー羽鳥 402
伊藤　　武 〒 142−0042　東京都品川区豊町 3−10−18
川上美保子 〒 386−0005　長野県上田市古里 2117
越石　俊江 〒 385−0022　長野県佐久市岩村田 3317−2
名倉　智道 〒 431−0425　静岡県湖西市梅田 130　（死去）
長井　真隆 〒 938−0022　黒部市金屋 131−1
島野　光司 〒 390−8621　松本市旭 3−1−1　信州大学理学部物質循環学科
武村　栄子 〒 905−1152　沖縄県名護市伊差川 24番地 1　沖縄建設弘済会
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宝理　信也 〒 834−1402　福岡県八女郡矢部村矢部 1482−1
菊池多賀夫 〒 982−0033　仙台市太白区富田字上野中 119−8（死去）

住所・氏名変更及び訂正（2011年 4月～ 2011年 8月）

味岡　ゆい 〒 487−8501　愛知県春日井市松本町 1200　中部大学大学院　応用生物学研究科　→
 〒 487−8501　愛知県春日井市松本町 1200　中部大学教育実習センター　70号館 2階現代教育

学部事務室
村瀬　忠義 〒 526−0067　長浜市港町 1−8　→　〒 526−0065　長浜市公園町 8−74
加藤　雅啓 〒 305−0005　つくば市天久保 4−1−1　国立科学博物館植物研究部　→　〒 606−0026　京都市

左京区岩倉長谷町 517−135
加藤　僖重 〒 340−0042　草加市学園町 1−1　独協大学外国語学部　→　〒 160−0011　東京都新宿区若葉

1−18
沼宮内信之 〒 981−0911　仙台市青葉区台原 7丁目 3−8　代原杜栄マンション S101　→　〒 981−3152　

仙台市泉区みずほ台 64−1
中島　智章 〒 380−8570　長野市大字南長野字幅下 692の 2　長野県庁危機管理部　→　〒 399−8304　安

曇野市穂高柏原 1944
池田　　正 〒 170−0013　東京都豊島区東池袋 2−23−2　（株）建設環境研究所　→　10617　台北市羅斯福

路四段 1號　国立台湾大学　生物環境系統工程学系　環境與景観生態系統研究室
松本　　定 〒 305−0005　つくば市天久保 4−1−1　国立科学博物館筑波実験植物園　→　〒 415−0036　静

岡県下田市西本郷 3−3−11
若原　正博 〒 089−1552　北海道河西郡更別村字更別西 8線 15−5　→　〒 080−0029　帯広市西 19条南 37

丁目 1−3
 （会計幹事　中野真理子）

植物地理・分類学会 2012 年度大会のお知らせ

　植物地理・分類学会 2012年度大会は次の通り開催する予定です。学会 60周年（1952年の金沢植物同好会
発足から）記念として一般公開講演会も開催し，3日間の日程を計画しております。大会の詳細および参加申
し込み等のご案内は学会ニュースでお知らせいたします。
　1．会場
　　越前町立福井総合植物園
　　　福井県丹生郡越前町朝日 17−3−1
　2．日程
　　6月 1日（金） 18時から 20時：公開記念講演会（講師 2名予定）
　　6月 2日（土） 午前：公開記念講演講師と植物園内エクスカーション
 午後：総会，学会賞授賞式，受賞記念講演，一般講演，懇親会
　　6月 3日（日） エクスカーション
 越前町内の越知山を候補として検討中。山頂部（標高約 600m）に，越知神社があり，典

型的な日本海型ブナ林が残されています。
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植物地理・分類学会 2011 年度大会

　植物地理・分類学会 2011年度大会は 6月 4日（土），京都大学楽友会館（京都市左京区吉田日本松町）で
開催された。同会館は国の登録有形文化財に指定されている由緒ある建物で，京都大学の歴史が感じられ，学
会会場にふさわしい雰囲気を醸し出していた。
　まず，午後1時から総会を行った。加藤雅啓会長から挨拶があった後，議長に高橋　弘氏を選出し，議事に入っ
た。まず， 2010年度活動報告として，庶務幹事から以下の事項について報告があった。
・大会開催：2010年 6月 5日，金沢大学サテライトプラザ（石川県金沢市）
・公開講演会開催：同上
・エクスカーション実施：2010年 6月 6日，石川県立森林公園・御山神社
・会誌発行：植物地理・分類研究 vol.58 no.1（2010年 12月 30日）
・学会賞選考：選考委員会設置
　　（委員長：古池　博，委員：加藤雅啓，御影雅幸，木下栄一郎，寺田和雄）
・総会開催：2010年 6月 5日，金沢大学サテライトプラザ（石川県金沢市）
・評議員会開催：同上
・幹事会開催：2010年 4月 3日，2010年 6月 5日
・その他：自然史学会連合加入，大会講演要旨集の JSTデータベース登録
　続いて，会計幹事から 2010年度会計報告（本誌 61ページ参照）が，監査員の本多郁夫氏と高木政喜氏よ
り監査済みの配布資料に基づいて行われた。参加者の拍手により活動報告と会計報告は承認された。次に，会
長から 2011年度学会役員の変更について，中野真理子氏を会計幹事，毛利千香氏を幹事とする提案があり，
異議なく承認された。続いて，2011年度の活動計画が庶務幹事から，予算案が会計幹事から提案され，拍手
により賛成多数で承認された。次に，会長より，2012年度役員について以下のように提案があり，満場の拍
手により承認され，綿野次期会長より挨拶をいただいた。
・会長：綿野泰行
・庶務幹事：五百川　裕
・会計幹事：中野真理子
・幹事：寺田和雄，吉本敦子，志内利明
・編集委員長：山田敏弘
・監査員：本多郁夫，高木政喜
・評議員：大塚孝一，高橋　弘，古池　博，御影雅幸，加藤雅啓
　最後に，会長より 2012年度の大会開催地について，福井県越前町立福井総合植物園の松本　淳氏，早坂栄
介氏にお世話をお願いして，福井で開催したいとの提案があり，拍手で承認された。そして，松本氏より歓迎
の挨拶をいただいた後，総会を閉会した。
　午後 2時からは，2011年度の学会賞授賞式が行われ，古池選考委員会委員長より，学会賞は黒崎史平氏，
奨励賞は佐藤杏子氏に決定したことが，両氏の業績を紹介し報告された（本誌 66ページ参照）。続いて，会
長より賞状と副賞の贈呈があり，その後，両氏の受賞記念講演を拝聴した。まず，黒崎氏が「兵庫県産維管束
植物（1）～（11）について―目録作成の 10余年―」と題し，兵庫県産の維管束植物目録をまとめることになっ

黒崎史平氏 佐藤杏子氏 一般講演
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た経緯から，作成方法，工夫や苦労を具体例をあげて話をされ，今後の地域植物誌編纂の課題も指摘された。
次に，佐藤氏が「日本産タンポポ属の染色体進化」と題し，タンポポ属の多様性について細胞学的な観点から
起源を探る研究の紹介をされ，特に体細胞性の染色体突然変異が無融合種子生殖種の多様化の主要因であるこ
とを指摘された。講演後には，活発な質疑応答もあり，両氏の今後益々の研究発展を期待する会となった。
　続いて，午後 4時から一般講演が行われた。演者と演題は以下の通りである。
1．赤井賢成（福井県立大）・矢野興一・池田　博（東大総合研究博）・小川　誠（徳島県博）・吉岡俊人（福
井県立大）：キク科トキンソウ属の新植物：ムラサキトキンソウ（仮称）の分布と外部形態

2．御影雅幸・三宅克典・北岡文美代（金沢大学医薬保健研究域薬学系）・垣内信子（九州保健福祉大学薬学部）：
ネパール産マオウ属植物に関する新知見

3．中田政司・神戸敏成（富山県中央植物園）・魯　元学・王　仲朗・李　景秀（中国科学院昆明植物研究所）・
兼本　正（富山県中央植物園）・李　宏哲・管　開雲（中国科学院昆明植物研究所）：中国雲南省および広
西壮族自治区におけるシュウカイドウ属現地調査の総括―昆明植物研究所との共同研究を終えて―

4．水野大樹（千葉大・院・園芸学）・竹崎大悟（千葉大・園芸学）・沖津　進（千葉大・院・園芸学）・百原　新（千
葉大・院・園芸学）：ミツデウラボシの発生初期段階の生育における蘚苔類群落の役割

5．末次健司（京大・院・人環）：植物を喰らう植物，菌を喰らう植物
　一般講演終了後，楽友会館レストランに移動し，午後 6時から懇親会が開催された。大正建築の特徴がみ
られるという室内装飾の会場が，並んだ料理と飲み物の美味しさも引き立て，楽しい会話が止むこと無く続き，
予定の 2時間は盛会のうちに過ぎ，来年の福井での盛会も期して閉会した。
 （庶務幹事　五百川　裕）

エクスカーション：鞍馬・貴船（京都市左京区）
　今回のエクスカーションは，京都市左京区に位置する鞍馬山にて行われた。前々日まで一週間ほど雨が降り
続いたため天候が心配であったが，幸い当日は天候にも恵まれ，観察日和となった。
　コースの出発は叡山電鉄終点の鞍馬駅である。そこから鞍馬山中腹に据えられた鞍馬寺本殿をまず目指す。
さらに登って山の尾根まで出た後，道なりに山を下る。山を下ってすぐ見える貴船川に沿って貴船神社を目指
す。コース全体の標高差はおよそ 230mで，斜面の勾配も緩やかであったことからゆっくりとしたペースで
植物観察が行えた。
　鞍馬駅から鞍馬寺本殿までは参拝道であるため，道はほとんどコンクリートか石で舗装されていた。道の左
右の石垣にはマメヅタやユキノシタがはびこっていた。こんなことになっているのは，石垣に生しているコケ
が原因であろう。高い保水能を持つコケが重なり合う場所は，植物にとって足場と水が同時に確保できる恰好
の場所だからである。参拝道だけでなく，普通の民家でも屋根などにコケが生えていたことから，石垣などに
もわざとコケが生すようにしているのであろう。コケを風景の一つと感じ，コケが生すことを風流とする日本
独自の文化が生み出した景観である。それを体現しているのが京都という町であり，それが独自の植生景観を
生み出していると考えると感慨深い。

エクスカーション記念撮影（鞍馬寺本殿）
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　鞍馬寺本殿まではアラカシとイロハモミジばかりの単純な林分が続いた。途中，鞍馬山から産出する石英閃
緑岩（鞍馬石）で作られた石垣があった。材質が硬いために石垣として使われていたのだと思うが，岩石内の
有色鉱物がきらきら光っていて見た目も綺麗であった。鞍馬寺本殿に到着後，休憩をとり，集合写真を撮影し
た。背景の森が美しく，皆の笑顔も素敵な良い一枚である。
　鞍馬寺本殿からは本格的に山道となり，林分もアラカシに加えてシラカシ，ウラジロガシ，ツクバネガシな
どが出てきて多様になっていた。樹木だけでなくシダ植物もどんどん多様になっていった。尾根に出るとツク
バネガシの巨木があったのだが，葉の着き方が妙である。地上約 1mより下にある枝先に葉が一枚もついてい
ないのだ。疑問に思っていたところ，鹿に食べられたことが原因だと教わった。地上約 1mあたりが，鹿が首
を上げられる限界らしい。尾根では，他の植物でも鹿による食害が頻繁に起こっているらしく，ツクバネガシ
の他にもスズタケがよく食べられていた。スズタケは食べられたそばから分枝するということを繰り返しすぎ
て，当初それがスズタケであると全く気がつかなかった。尾根の樹木の幹肌には，頻繁に擦られたあとがあった。
鹿が身体を擦り付けた痕らしい。これらのことから鹿は頻繁に尾根を利用しているようであると推測された。

　鞍馬山の特徴の一つに，石灰岩地帯によく見られる植生が挙げられる。今回のエクスカーションの見所の一
つである。具体的にどの辺りが石灰岩地帯であるのか分からなかったが，尾根と尾根を少し下った斜面に，石
灰岩地帯によく見られるツクバネガシ，コバノヒノキシダが集中して見られた。
　山を降りると，貴船神社に向けて貴船川沿いを歩いた。途中，前日の大会で展示されていたキブネダイオウ
らしき植物があったが，調べた結果違うことが分かった。このキブネダイオウだが，日本では貴船川と鞍馬川
の河原にのみに分布するため，帰化植物か原産種かということが問題になっている。このことについて北村四
郎博士は，キブネダイオウの果実が物にひっついて運ばれやすい性質を持つ事，中国，ヒマラヤ，中東など大
陸に広く分布していることから，単に人間によって持ち込まれたキブネダイオウが帰化した可能性が高いとし
ている。
　その後河原で昼食をとり，貴船神社まで歩いた。河原にも，貴船神社横の石垣にも立派なシダ植物が多数生
育していた。それらを観察した後，解散となった。
　当たり前の話だが，一人でフィールドを観察していても，専門や興味のあること以外は疑問や発見として認
識されない。実際の自然は，複数の要因によって成り立っているが，一人だとどうしても要因の一部にしか目
を向ける事が出来ない。よって自然を知る上では，複数の視点で観察することが肝要である。そう考えると，
このエクスカーションは大変貴重な体験である。異なる専門分野を持つ方々数十名と共にフィールドを観察で
きるため，自分の知らなかった新たな視点を得られるからである。また昨今，自然環境に対する意識が高まり
つつあるので，こうした観察会を一般市民にも普及できれば，自然環境を保全することの大切さを理解しても
らえるのではないかと感じた。
 （千葉大学園芸学部　小澤有司）

鹿による食害 鹿の擦った痕 貴船川沿いの観察
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2011 年度植物地理・分類学会賞受賞者の選考について

　2011年植物地理・分類学会賞の受賞者は、学会賞選考委員会による厳正な選考の結果、下記のように決定
いたしました。

植物地理・分類学会賞
　　受賞者　黒崎史平
　　推薦者　鳴橋直弘

植物地理・分類学会奨励賞
　　受賞者　佐藤杏子
　　推薦者　岩坪美兼

　黒崎史平氏は富山県のご出身で，昭和 38年に金沢大学理学部に入学，昭和 42年に同大大学院理学研究科
修士課程に進学され，昭和 44年（1969年）に同大学院を修了後，頌栄短期大学に就職され，現在，同大学
の教授を務められている。
　頌栄短期大学の標本室は，約 250,000点の植物標本コレクションを収蔵しているが，この収集は，同大の
福岡誠行氏と共に，黒崎氏の貢献が大きく，管理においても，日本国内の多くの研究者に同定を依頼して信頼
性の高い標本室として維持されている。特に近畿地方の植物相を研究する上では欠くことのできないコレク
ションとなっている。
　黒崎氏は，ヒマラヤ植物研究会に所属し，ネパールで4回の野外調査をされている。主に，ケシ科，アブラナ科，
フウロソウ科の分類を担当し，ヒマラヤの植物相解明に貢献されている。日本産植物では，ヤマハッカ属，イ
カリソウ属，アオイカズラ属などを研究し，学会発表や論文報告をされている。
　重要な業績は，兵庫県の植物相の解明と，植物保護に関することである。兵庫県植物誌研究会に所属し，長
年にわたる研究結果を福岡氏，高橋　晃氏と共著で「兵庫県維管束植物 1～ 11」として 1999年から 2009年
に継続的にまとめて出版された。また，「六甲山地の植物誌」（小林・黒崎・三宅 1998）も成果の一部である。
兵庫県の貴重な野生植物等調査専門委員として，絶滅危惧植物の保全に努力され，「ひょうごの野生植物―絶
滅が心配されている植物たち―」（福岡編 1996），「キヨスミウツボの生活」（中西・小林・黒崎 2006）は，そ
の活動の成果の一部である。
　以上のように，黒崎史平氏の業績は植物地理学および植物分類学の分野において学術的，教育的見地からま
ことに顕著であり，植物地理・分類学会賞を授賞するにふさわしいと評価した。
　佐藤杏子氏は，平成 12年に富山大学理学部に入学，平成 15年に同大大学院理学研究科博士前期課程に進
学され，平成 20年（2008年）に同大学院博士後期課程を修了，「日本産タンポポ属の細胞分類学的研究」によっ
て博士（理学）を取得された。
　佐藤氏は，タンポポ属において，ゲノム分析が種の多様性，分類，進化の解明に有効であると考え研究を進
めておられ，オキタンポポとニホンタンポポを別種として扱う見解を核型の違いから支持する成果（Sato et al. 
2007）や，国外では二倍体から六倍体まで報告されているセイヨウタンポポは，日本では三倍体と四倍体が存
在すること（Sato et al. 2008），そのうち三倍体の 1型だけが平野部から高山まで広く分布し，この系統は同
質三倍体であること（Sato et al. 2007）などを明らかとし，植物地理・分類研究などの学術雑誌に論文として
発表されている。そして，これらの日本産タンポポ属の細胞学的研究において，有性生殖を行う二倍体種と無
融合種子生殖を行う倍数体種の生殖様式の違いが，倍数性進化ならびに核型の多様化と関係するとの結論を得
て，タンポポ属をはじめとした無融合種子生殖種の染色体進化のしくみの解明をめざして研究を継続している。
　以上のように，佐藤氏の業績は植物地理学および植物分類学の分野において学術的見地から顕著であり，今
後の研究の発展が期待できることから，植物地理・分類学会奨励賞を授賞するにふさわしいと評価した。
　両氏には，今後とも一層研究に邁進されることを期待すると同時に，本学会においても活躍されることを願っ
てやまない。

2011年 3月 25日
植物地理・分類学会賞選考委員会
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植物地理・分類学会賞応募要領

植物地理学と植物分類学の振興と育成のために，植物地理・分類学会に次の 2つの学会賞を設ける。

植物地理・分類学会賞
応募資格
　受賞の年度までに 5年以上植物地理・分類学会員であること
　受賞の対象となる業績内容の例：
　・地域植物相の解明に貢献
　・モノグラフの研究に貢献
　・分類群の系統解明に貢献
　・地域の植物研究グループの中心としての教育的な貢献
応募方法
　自薦または他薦による候補者の推薦
提出書類
　（1） 履歴書（研究歴を明瞭に記載したもの）1部，あるいはこれまでの研究歴についてかかれた書類 1部（学

校，研究所，博物館等に所属していない人に限る）
　（2）業績リスト 1部
　（3）主要論文の別刷りをそれぞれ 3部，著書があれば 1部
　（4）推薦理由書
　（5）業績内容を照会できる人（1名）の連絡先を記した書類
応募期限（2013年度）
　2012年 10月 31日
応募先（必ず書留便で郵送してください）
　　　　〒 953―8512　上越市山屋敷町 1番地　上越教育大学学校教育学系内
　　　　植物地理・分類学会　庶務幹事　五百川　裕

植物地理・分類学会奨励賞
応募資格
　・優れた萌芽的研究を行い，今後の発展が期待できる植物地理・分類学会員
　・ファーストオーサーとして植物地理・分類研究に論文を発表している者
　・応募時に満 35歳未満の者
応募方法
　自薦または他薦による候補者の推薦
提出書類
　（1）履歴書（研究歴を明瞭に記載したもの）1部
　（2）業績リスト 1部
　（3）主要論文の別刷りをそれぞれ 3部，著書があれば 1部
　（4）推薦理由書
　（5）業績内容を照会できる人（1名）の連絡先を記した書類
応募期限（2013年度）
　2012年 10月 31日
応募先（必ず書留便で郵送してください）
　　　　〒 953―8512　上越市山屋敷町 1番地　上越教育大学学校教育学系内
　　　　植物地理・分類学会　庶務幹事　五百川　裕
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植物地理・分類学会メール情報送信のお知らせ

本学会では，これまで会員への情報発信を，雑誌，ニュースレター，ホームページで行ってまいりました。
さらに迅速な情報の連絡をするために，電子メールによる情報送信を行いたいと考えています。電子メールに
よる情報送信は，過剰にならないように，必要性の高いものを厳選して活用します。また，郵送によるニュー
スレターの連絡も，これまで通りに継続します。さらに，電子メールの受信は希望会員を対象として行います。
そこで，電子メールによる学会情報送信を希望される方は，下記の庶務幹事メールアドレスまで，その旨を
ご連絡ください。
なお，今年度の学会大会参加申し込みをメールで行っていただいた方には，すでに希望の有無を確認させて
いただきましたので，再度のメール連絡は不要です。
唐突な提案となり申し訳ございませんが，学会の情報環境充実のため，ご容赦いただき，どうぞよろしくお
願いいたします。
連絡先メールアドレス（庶務幹事：五百川　裕）：iokawa@juen.ac.jp
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投稿規定
（2011年 3月部分改定）

編集方針
「植物地理・分類研究」は，植物地理・分類学会機関誌として年 1巻（2号）刊行される。本会誌は，総説，
論文，短報，ノート（新産地情報，観察記録等の雑録）のほか，新刊紹介，追悼文，その他編集委員会が掲載
を認めたものを掲載する。本文は日本語または英語を使用。
投稿資格
「植物地理・分類研究に投稿する者は，原則として本会会員（共著の場合は 1名以上の本会会員を含む）に限る。

原稿の受付
原稿は，投稿規定に従って書かれたものに限り受付ける。

原稿の審査及び採否
投稿された原稿は，原則として 2名の審査員が審査し，その意見のもとに，編集委員会が採否を決定する。

論文等の受理
原稿が編集委員会に届いた日をもって受付日（received），編集委員会が掲載を可とし，編集委員長がそれ
を認めた日をもって受理日（accepted）とする。なお，掲載順は編集委員会によって決定する。
著作権
本誌掲載の論文，短報，ノート，その他の著作権は，植物地理・分類学会に帰属する。著者は，著作権を委

譲する旨の書類を，最終原稿送付時に本学会に提出する。
論文等の長さ
本論文は，刷り上がりで，図表を含み 8頁までとする。短報とノート（雑録）は 4頁までとする。ただし

超過頁の組版代（1頁につき 6,000円）を著者で負担する場合には制限しない。
原稿の送付

 a 紙原稿の場合： 本稿 1部のほか，コピー 2部，合計 3部を提出する。その際，表・図は 3部ともに鮮
明なコピーを送ること（写真については，原図を写真に撮ったものか，または審査に使用し得る程度の鮮明な
写真コピーとする）。表・図の原図は，掲載決定後の最終原稿とともに送付する。

 b 電子投稿の場合：本文，表，図とも原則として PDFファイルとし，電子メールに添付して下記編集委
員会あて送付する。本文と図の説明には，頁番号および連続行番号をつける。添付ファイルのサイズは 5MB
以下とし，超過する場合は分割して送付する。
原稿の書き方
本論文は，①著者名と表題（和英両方），②所属，住所，および連絡先メールアドレス（任意），③ Abstract（英
文で 250語以内），④英語のキーワード（表題にない 5個以内の語句でアルファベット順），⑤本文，⑥引用
文献の順序で構成するものとする。短報は，①著者名と表題（和英両方），②所属，住所，および連絡先メー
ルアドレス（任意），③本文，④引用文献の順序で構成するものとする。本論文・短報は，英文の場合，さら
に和文の摘要を付けること。短報が和文の場合，英文の Summaryを付けることも可。ノート（雑録）は，英
和両文で著者名と題名を付け，所属，住所，および連絡先メールアドレス（任意）を末尾に付ける。ノートが
英文の場合，和文の摘要を付けることも可。本論文・短報・ノートには，場合により Appendixを付けること
も可。著者が複数である場合，責任著者（corresponding author）の氏名と連絡先にアスタリスク（*）をつ
ける。図の説明文は，図中には入れ込まず，独立した原稿として用意すること。本文中で使用する単位は，国
際単位系（SI）に限る。
原稿の用紙
英文原稿は，Ａ 4判用紙に上下 3cm程度，左右 2. 5cm程度あけ，ダブルスペースで 25行を原稿の 1頁とする。
和文原稿の場合は，原則として日本語ワードプロセッサーを使用し，Ａ 4判の用紙に周囲それぞれ 3cm程度
の余白を取ったうえで，30字× 30行程度を原稿の 1頁として作成する。手書きの場合には，Ａ 4判 400字
詰め原稿用紙を用いること。
図と写真
図および写真は，そのまま印刷できるようにレイアウトして，堅いＡ 4判の台紙にはりつけること。裏面
には著者名と図番号，天地，縮小率を明記すること。写真は原寸大，図は 67％縮小程度が望ましい。Ａ 4判
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に納めることが不可能な植生表のような場合には，Ａ 4に分割したコピーを添えること。図にはスケールを
表示し，図の記号，数字には文字を貼り込むこと。図は原則として刷り上がりで 15cm（頁幅）× 19cm以内
または 7cm（半頁幅）× 19cm以内（いずれも幅×高さ）であること。和文原稿の図表および写真の説明は，
英文，和文，英文和文併記のいずれでもよい。なお，図表は希望の挿入位置を原稿中に指示すること（著者に
よる図表などの縮小率や位置の指定は，編集委員会において若干変更する場合があります）。当面，カラー写
真は，1点（組写真でも可）に限り組版料無料。2点目からは実費負担（1点につき 40,000円）。特殊な図表は，
実費を著者で負担する場合に限り掲載する。
学名および標本庫の表示
学名は，現行の国際植物命名規約（ICBN）に従い，属名および種と種以下の分類群の形容語のみをイタ

リックで表示する。本文中では学名以外はイタリックを使用しない。学名は初出時に命名者名を付ける。命
名者名は，省略形を使用する場合，Brummit, R. K. and Powell, C. E. （eds）. 1992. Authors of Plant Names. 
732 pp. Royal Botanic Gardens, Kewまたは The International Plant Names Index のホームページ（http://
www.ipni.org/）に従う。栽培植物の学名は，最新版の国際栽培植物命名規約（ICNCP）に従う。標本庫の略
語は Holmgren, P. K., Holmgren, N. H. and Barnett, C. B. （eds）. 1990. Index Herbariorum 8 ed. 693 pp. 
New York Botanical Garden, New Yorkまたは Index Herbariorumのホームページ （http://sciweb.nybg.
org/science2/IndexHerbariorum.asp）に従う。
文献の引用
引用文献は，ウェブサイトを含め本文中に引用したすべてを記さなければならない。文献の配列順序はアル
ファベット順とし，一件ごとに改行する。すなわち，第 1著者の異なるものはアルファベット順とし，姓が
同じ場合は名のアルファベット順とする。第 1著者が同一の場合には，単独のものを最初とし，そのあとは，
第 2著者の氏名のアルファベット順とする。第 2著者も同一の場合は，第 3著者以下について上記に準じる。
著者が同一のものについては，発表の年代順とする。同一著者，同一年代のものは，年号のあとに小文字のア
ルファベットを付して，1999a，1999bのように区別する。著者が 3名以上で第 1著者が同じである場合は，
他の著者が異なっているときでも年号のあとにアルファベットを付して区別する。なお本文中での引用は，石
川（1999）もしくは（Toyama 1999）のように著者名と発表年を用いる。なお著者が 2名の場合，石川・富
山（1999），（Ishikawa and Toyama 1999），3名以上の場合，石川他（1999），（Toyama et al. 1999）の形
式を用いること。

 a 雑誌の場合：著者名（姓前名後とし，すべての著者名をあげる），年号，論文表題，雑誌名，巻数（太字）：
頁とし，通し頁でない場合のみ巻数の次に丸括弧で号数をあげること。
石川太郎 . 1989. 日本産イネ科の系統分類 . 地理分類研究 25: 33―42.
Ishikawa, T. and Toyama, J. 1990. Two new species of Poa （Gramineae） from Japan. J. Jpn. Bot. 65: 4―

12.
富山次郎 . 1991. 富山県産イネ科目録 . イネ科研究レター（52）: 8―9.
 b 単行本の場合：著者名（ａに同じ），年号，表題，引用頁，発行所，発行地の順とする。なお発行地が
複数の場合は一箇所のみとする。分担執筆や論文集，報告書等の場合，表題の後に編集者名，書籍表題を付け
加えること。
福井三郎・新潟四郎 . 1989. 日本海沿岸地域のエノコログサ属の生態 . 日本海学術出版会（編）. 日本海学術

報告書，pp. 24―31. 日本海大学，新潟 .
石川太郎 . 1981. イネ科の分類 . 富山書房，東京 .
石川太郎 . 1984. イネ科 . 富山次郎（編），日本植物誌　III，pp. 38―78. 石川出版，金沢 .
Ishikawa, T. 1985a. Taxonomic study of Asiatic Gramineae. Smith and Brown, New York.
Ishikawa, T. 1985b. Morphology in Gramineae. In: Willson H. B., Clemens, A. C. and Backer, I. P. （eds）, 

Gramineae in the world, pp. 23―45. Academia, London.
 c ウェブサイトの場合：掲載者名，確認した年，表題，URLを表示する。
環境省自然環境局野生生物課 .　2010.　「哺乳類，汽水・淡水魚類，昆虫類，貝類，植物 I及び植物 IIのレッ

ドリストの見直しについて」　http://www.env.go.jp/press/press.php?serial=8648
なお，引用文献を他言語表記した場合，（in Japanese），（in Japanese with English summary），（in Rus-

sian），（in Chinese）等を付記する。
その他，原稿の体裁については最近号をよく参照のこと。
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最終原稿の送付
審査終了後の最終原稿は，2部を，電子媒体（フロッピーディスク，CD-Rなど），表・図の原図とともに

郵送する。本文は原則としてワードファイル （.doc） ，表・図の電子ファイルがある場合は，それぞれエク
セルファイル（.xls），JPEG画像ファイル（.jpg）として 1点ずつ別ファイルで保存する。写真の解像度は
300dpi以上であること。なお，電子媒体，表，原図は原則として返却しない。返却希望の場合には，予めそ
の旨を申し出るとともに，宛先を記入した返送用封筒を，最終原稿の送付時に必ず同封すること。
校正
原則として，初校を著者が行い，第 2校以降は編集委員会の責任において行うものとする。活字は編集委
員会が指定するが，特に希望する箇所があれば，鉛筆で記入すること。
校閲
英文論文については，英語を母国語とする外国人の校閲を受けておくことが望ましい。編集委員会で外国人
の校閲を受けることがあり，その場合の実費は著者負担とする。
別刷
投稿者は必要とする別刷部数を最終原稿に明記すること。総説，論文，短報，ノートは，50部は無料，そ
れ以上については実費を徴収する。投稿者（共著の場合は責任著者）には論文の PDFファイルを配布する。
原稿送付先および編集に関する連絡先
送稿や編集に関係した通信は 〒 939―2713　富山県富山市婦中町上轡田 42　富山県中央植物園，植物地理・
分類研究編集委員会宛。FAX（076―465―5923），E-mail（nakata@bgtym.org）。投稿の場合，紙原稿では封
筒に「投稿原稿在中」と朱書し，電子投稿では電子メールの表題を「植物地理・分類研究投稿」とすること。
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植物地理・分類学会からのご案内

1．入会方法
1） 本学会に入会を希望される方は，①氏名（フリガナ，英語表記），②生年月日，③連絡先（郵便番号，住所，
電話番号，FAX番号，E-mailアドレス），④入会希望年度，⑤キーワード 5語以内（研究課題，興味あ
る分類群・地域など）を記載し，郵便，FAX，または電子メールで下記まで送付ください。なお，学生
の方は，所属の欄にその旨を記載いただき，学生であることを証明するもの（学生証の写し，または指
導教員記載の証明書）を入会申込書に添えてください。学会ホームページ（http://raicho.sci.u-toyama.
ac.jp/~phytogeotaxo/）の入会案内から申込書をダウンロードして記入いただいてもけっこうです。

 申込先：会計幹事　中野真理子
 （〒 920―1147　金沢市銚子町リ 441番地　石川県立自然史資料館）
 TEL 076―229―3450（代表）／ FAX 076―229―3460／ E-mail：nakano@n-muse-ishikawa.or.jp
2） 同時かまたは数日以内に，個人会員の場合は，年会費 4,000円（学生会員 1,000円），団体会員は 6,000
円を，郵便振替口座 00760―0―904 番，植物地理・分類学会宛に振り込んでください。

2．会誌の購読，バックナンバー，当会発行書籍に関するお問い合わせ
会計幹事　中野真理子
（〒 920―1147　石川県金沢市銚子町リ 441番地　石川県立自然史資料館）
TEL 076―229―3450（代表）／ FAX 076―229―3460／ E-mail：nakano@n-muse-ishikawa.or.jp

3．住所変更など会員の異動に関するご連絡
会計幹事　中野真理子
（〒 920―1147　石川県金沢市銚子町リ 441番地　石川県立自然史資料館）
TEL 076―229―3450（代表）／ FAX 076―229―3460／ E-mail：nakano@n-muse-ishikawa.or.jp

4．転載許可申請に関するお問合せ
本会誌各巻 2号に掲載の様式で「転載許可申請書」を作成し，許可を得てください。
申請書送付先：庶務幹事　五百川　裕 
（〒 943―8512　新潟県上越市山屋敷町 1番地　上越教育大学学校教育学系）
TEL & FAX 025―521―3430／ E-mail：iokawa@juen.ac.jp

5．投稿に関するお問い合わせ
主任編集委員　中田政司
（〒 939―2713　富山県富山市婦中町上轡田 42　富山県中央植物園）
TEL 076―466―4187／ FAX 076―465―5923／ E-mail：nakata@bgtym.org

6．その他のお問合せ
庶務幹事　五百川　裕 
（〒 943―8512　新潟県上越市山屋敷町 1番地　上越教育大学学校教育学系）
TEL & FAX 025―521―3430／ E-mail：iokawa@juen.ac.jp
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